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16.  Abstract  

赤外線投光器から発せられる可視赤色光の最大視認レベルはどの位であるべきか？この課題

は、近年のアクティブナイトビジョンシステムの車両への導入に関係が深い。強力な投光器には IR 透

過フィルターを使用して可視領域でのエネルギー出力を減らし対向車のドライバーに光が見えないよう

にしている。赤色領域の光を取り除くことは可能だが、実際には I R 投光器の効果を最大限にするため

に法規を犯さない範囲内の赤色光の「漏れ」は許容したいという要望がある。ECE 法規によると、車両

手前 25m で赤色光が視認されないようにすることが要求される。   
本研究では、CIE19/2.1、PCDETECT モデルから得た方程式、市場販売比率を考慮したヘッドラン

プ光度マトリックスの中央値に基づいたモデルを利用して ECE 法規を満足するような赤外線投光器の

可視光輝度閾値を算定した。座標パラメータ（観測者、投光器、グレア光源の位置）、光源仕様（投光

器の光度と背景輝度）、ヒューマンパフォーマンスデータ（PCDETECT からの視認閾値、年齢、母集団

のばらつき）を用い、IR 投光器の輝度閾値の空間的分布を得た。モデルは、近赤外線投光器を検知し

ないためには、投光器はロービームヘッドランプにできるだけ近接して設置したほうがよいことを示して

いる。ヘッドランプとの距離が 0.02m の場合、対向車ドライバーの検知閾値は約 0.2cd と予測される。 

車両の 25m 手前で、IR 投光器の照射パターンが U.S ハイビームと同様の形状であるならば、車両正

面の地上約 1.2m 中心から 0.5m 左の位置で可視赤色光領域が最初に検知可能になると示される。 
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